
 

 

 

  

 後輩へのメッセージ③ 

 

後輩の皆さんへのメッセージ第３号をお届けします。今回からは就職した先輩方から。

採用試験に向けてのアドバイスや反省など、先輩の思いをしっかりと受け止めてください。 

  

【 社会医療法人あさかホスピタル 】 

３年Ａ組 五十嵐 海 

 私が就職活動で一番力を入れたことは面接練習です。最初は緊張して、大きな声を出す

ことや上手に笑顔を出すことができませんでした。しかし、先生方からアドバイスを頂き

何度も練習を重ねることで、ただ話すだけでなく、自分の言葉として自然に話せるように

なりました。 

 また、就職試験には、面接試験以外にも、一般常識や作文、適性検査がありました。選

考方法が四つと決して少ない方ではありませんでした。就職活動の時期になってから慌て

て行動に移しても遅いと思います。 

 この体験から、私が１・２年生に伝えたいことは、日頃からの挨拶や勉学に一生懸命や

ることで、就職活動で当たり前のように自然とできるようになっているということです。

毎日の積み重ねが自分のためになります。悔いが残らないように頑張ってください。 

 

【 株式会社宝来屋本店 】 

３年Ａ組 橋 本 一 輝 

 今回の就職活動でうまくいかなかったことは、面接の回数だと思います。私のおこなっ

た面接回数は１１回でした。１１回やって、やっと緊張がほぐれてきた感じです。 

 苦労したことは、礼状です。一文字一文字を丁寧に書くのも大変でしたが、字が大きく

なったり小さくなったりすると、書き直しになるので、緊張しっぱなしでした。今のうち

から、少しでも字を丁寧に書く習慣をつけた方が良いと思います。 

 注意すべきことは、担任の話はきちんと聞いた方が良いということです。こんなことを

書くのは嫌ですが、私は、担任に２回怒られました。担任以外にも、先生方の話をしっか

りと聞き、進路活動に取り組みましょう。 

 今のうちからやっておいた方が良いことは、コミュニケーション能力を向上させること

です。将来、絶対役に立つからです。頑張れ！ 
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【 丸松物産株式会社 山形工場 】 

３年 A組 中 川 竜 成  

 私が就職活動をしている中で、これはしっかりやっておいて良かったと思えたのは、面

接練習です。私は、県外の会社を受けたので、先輩方からのアドバイスを活用できません

でした。そこで、面接練習をする際は、多くの先生方と面接練習をすることで様々な角度

から質問して頂こうと考えました。本番では、スラスラと答えることができたので、やっ

ておいて良かったと思いました。 

 私は、面接試験の他に一般常識があったのですが、これが一番苦労しました。面接と同

様に、先輩方からどのような問題が出たのかを聞くことができなかったので、色々な問題

をやって試験に臨んだことを覚えています。注意すべきことは、基本的なことをきちんと

やって試験をむかえることだと思います。１・２年生のうちから、一般常識は、少しでも

やっておいた方が良いと思います。 

 

 

 進路アドバイザーとの面談実施 

 

 ２月６日より３日間で、２年生の就職希望者が進路ア

ドバイザーの小川さんと面談し、今後の進路希望につい

て現時点での意思を確認しました。進路についてはご家

庭でもしっかりと話し合い、準備を進めていただきたい

と思います。 

 

 

１年生進路講話 
 

２月２０日（木）ハローワーク須賀川の松田由美

さんを講師に迎え、１年生を対象に進路講話を実施

しました。 

企業の求める人材は、「コミュニケーション力・協

調性・主体性・基礎学力・基本的な生活習慣」が身に

ついている人ということでした。これらはすべて日

常生活できちんと身につけることができることばか

りです。日頃から、積極的にあいさつをしたり、服装

に気をつけたり、提出期限を守ったりして、社会人になるための準備を始めましょう。                                                                                                             


